
「
落
窪
物
語
」

「
枕
草
子
」

「
源
氏
物
語
L

「
笑
」
は
、
い
つ
い
か
な
る
時
代
に
お
い
て
も
、
無
く
な
る
こ
と

は
な
い
。
人
聞
を
描
く
文
学
作
品
に
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
至
る
所

に
、
笑
う
場
面
が
描
か
れ
る
。
大
笑
・
咲
笑
・
酬
明
笑
・
微
笑
・
悌
笑

・
冷
笑
・
苦
笑
文
快
感
の
笑
い
・
悲
し
み
を
糊
塗
す
る
笑
い
等
種
々

様
々
で
あ
る
。

落
窪
物
語
・
枕
草
子
・
源
氏
物
語
に
も
、
勿
論
笑
う
場
面
が
描
か

れ
て
い
る
。

た
だ
、
「
笑
」
と
言
え
ば
、
登
場
人
物
が
笑
う
場
面
だ
け
で
な
く

登
場
人
物
は
極
め
て
真
面
目
に
行
為
し
、
会
話
し
て
い
る
に
も
拘
ら

ず
読
者
は
思
わ
ず
笑
い
を
催
す
こ
と
も
あ
る
。
叉
典
薬
助
、
面
目
駒

・
源
典
侍
・
末
摘
花
・
近
江
君
等
は
、
滑
稽
の
要
素
の
強
い
人
物
で

あ
る
。作

品
の
「
笑
」
に
つ
い
て
は
、
或
巻
、
或
箇
所
の
笑
い
の
要
素
や

滑
稽
の
人
物
の
考
察
が
よ
り
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

だ
が
こ
こ
で
は
、
具
体
的
に
、
「
笑
ふ
」
「
う
ち
笑
ふ
」
「
ゑ
む
」

「
う
ち
ゑ
む
」
「
ほ
L
ゑ
む
」
「
う
ち
ほ
L
ゑ
む
」
「
ゑ
み
ま
く
」

「
笑
み
栄
ゆ
」
「
笑
み
ひ
ろ
ご
る
」
等
笑
い
に
関
す
る
語
か
ら
考
え

て
み
た
い
と
思
う
。

の
笑
い
に
つ
い
て浦

英

子

田

こ
こ
に
取
り
上
げ
た
作
品
の
読
後
印
象
が
、
各
々
、
異
な
る
よ
う

に
、
笑
い
の
質
も
異
な
る
だ
ろ
う
。
笑
い
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
語
に

も
、
何
ら
か
の
相
違
点
が
あ
り
は
し
ま
い
か
。
こ
の
仮
定
の
上
に
、

考
察
し
て
み
た
も
の
が
こ
の
稿
で
あ
る
。

テ
キ
ス
ト
．
は
、
手
許
に
あ
っ
た
の
で
、
源
氏
物
語
と
枕
草
子
が
、

日
本
古
典
文
学
大
系
、
落
窪
物
語
は
日
本
古
典
全
書
を
使
っ
た
。
た

だ
し
頁
数
を
比
較
す
る
時
は
、
す
べ
て
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ

マ
Q
o
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付
「
笑
ふ
」
と
い
う
語
か
ら
み
た
三
作
品

一
般
的
な
読
後
印
象
と
し
て
、
落
窪
物
語
や
枕
草
子
は
明
る
く
、

源
氏
物
語
は
沈
ん
だ
感
じ
を
受
け
る
。
こ
の
印
象
は
「
笑
ふ
」
と
い

う
語
の
場
合
、
ど
の
よ
う
な
結
果
が
出
る
だ
ろ
う
か
。

表

ωは
、
各
作
品
の
「
笑
ふ
」
の
語
数
で
あ
る
。

（
※
頻
度
と
は
日
本
古
典
文
学
大
系
落
窪
物
語
の
凡
そ
の
頁
数
二

0
0頁
に
「
笑
ふ
」
と
い
う
語
数
七

O
語
の
割
合
を
頻
度
1
と
す

る
。
こ
の
時
、
枕
草
子
の
同
じ
く
約
二
九

O
頁
に
一
四
一
語
は
M
・

源
氏
物
語
の
同
じ
く
約
二

0
0
0頁
に
七
一
語
は
引
の
頻
度
に
な



る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

※
「
笑
ふ
」
の
中
に
は
、
「
死

に
か
へ
り
笑
ふ
」
「
笑
ひ
死
ぬ

」
「
笑
ひ
の
の
し
る
」
「
わ
ら

ひ
に
く
む
」
「
に
く
み
笑
ふ
」

「
笑
わ
ら
ふ
」
「
興
じ
わ
ら
ふ
」

「
わ
ら
ひ
興
ず
」
「
わ
ら
ひ
ね

た
が
る
」
「
わ
ら
ひ
あ
り
く
」
「
わ
ら
ひ
ま
ど
ふ
」
「
わ
ら
ひ
そ

ぼ
る
「
も
ど
き
笑
ふ
」
「
笑
ひ
あ
な
づ
る
」
「
笑
は
す
」
「
笑
は

る
」
を
含
む
。
）

表

ωを
み
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
作
品
の
量
（
頁
数
）
を
考
え
れ

ば
、
枕
草
子
が
「
笑
ふ
」
の
語
は
最
も
多
く
、
次
に
落
窪
物
語
で
、

源
氏
物
語
は
こ
れ
ら
二
作
品
に
比
べ
極
度
に
少
な
い
。
落
窪
物
語
の

約
1
一
叩
、
枕
草
子
の
約
1
一
日
円
で
あ
る
。

註

ω

田
中
重
太
郎
博
士
に
な
ら
っ
て
、
暗
の
部
の
代
表
語
且
棄
を
仮
に
一
段

と
し
、
コ
一
作
口
聞
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
源
氏
物
語
で
は
、
一
七
七
例

（
「
涙
」
一
六
五
例
、
「
御
涙
」
十
例
、
「
老
い
の
涙
」
「
ひ
と
つ

註

ω

涙
」
各
一
例
）
、
枕
草
子
で
は
三
巻
本
・
五
例
、
能
因
本
・
七
例
、

l

落
窪
物
語
は
七
例
ハ
「
涙
」
五
例
、
「
涙
川
」
「
涙
の
川
」
各
一
例
）

で
あ
る
。
「
涙
」
と
い
う
語
棄
は
、
各
作
品
の
量
を
考
慮
し
て
も
、

源
氏
物
語
が
他
二
作
品
の
二
乃
至
三
倍
は
あ
る
。

「
笑
ふ
」
の
は
、
お
か
し
い
嬉
し
い
時
ば
か
り
で
な
く
、
悲
し
み

の
中
で
笑
う
例
が
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
特
殊
で
あ
る
。
「
笑
ふ
」

一
「
笑
ふ
」
一
頻
度

一
の
語
数
一

ω一
落
窪
物
語
一
刊
一

1

表

一

枕

章

子

一

間

一

川

源

氏

物

語

一

汁

一

山

を
明
の
部
の
代
表
語
棄
と
す
れ
ば
、
以
上
の
結
果
か
ら
一
応
落
窪
物

語
や
枕
草
子
は
、
明
の
文
学
、
源
氏
物
語
は
暗
の
文
学
と
言
え
よ

A

ノ。

優
し
い
気
持
の
伴
わ
ぬ
も
の
。

又
は
寧
ろ
悪
い
結
果
を
承
知
し

註

ω

た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
氏
は
「
笑
」
と

「
咲
」
を
区
別
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
作
品
の
個
々
の
「
笑
ふ
」

の
例
に
は
、
柳
田
氏
の
言
わ
れ
る
ワ
ラ
フ
に
該
当
し
な
い
場
合
も
多

そ
こ
で
仮
に
次
の
コ
一
つ
に
「
笑
ふ
」
を
分
け
て
三
作
品
の
個
々
の

例
を
み
て
み
よ
う
o

①
、
柳
田
氏
の
言
わ
れ
る
前
記
の
ワ
ラ
フ
、
期
笑
の
類
。

②
、
寛
容
の
笑
い
。
感
心
し
て
の
笑
い
。
相
手
を
い
た
わ
る
笑

ぃ
。
好
意
的
な
笑
い
。
人
生
の
潤
滑
油
と
も
い
う
べ
き
笑
い
で

む
し
ろ
結
果
を
良
い
方
向
へ
向
け
よ
う
と
す
る
笑
い
。

③
、
①
②
ど
ち
ら
と
も
決
め
か
ね
る
も
の
。
場
面
の
設
定
が
な
く

単
に
笑
っ
て
い
る
様
子
と
い
っ
た
そ
の
他
の
笑
い
。

寸
｜
」

1
1引

J
町

一

表

段

、

①

②

③

7
1
1
1十

J
1ー
ヰ
斗
オ
｜
寸
d
j
に
各
作
品
の
「
笑
ふ
」

ω一
落
窟
物
語
一

α
K
一
犯
付
一
犯
羽
一

9
6
一

一1
1
1
1
1
γ
山

十

k
l
U小
十
米
上
の
例
を
分
け
て
み
た

表一

t
z
E
J
－
旧
日
一

5
6一
4
6
一
1
9一

「
1
1
1
1
「いい
b
日
b
μ
bロ
も
の
で
あ
る
。
（
こ

一

岡

崎

医

川

件

川

両

件

同

一

の

数

は

読

む

人

の

感

〈

O
内
は
%
、
以
下
の
表
で
も
O
内
は
%
を
示
す
〉
じ
方
・
考
え
方
に
よ

柳
田
国
男
氏
は
、
「
ワ
ラ
フ
は
、

結
果
、
が
ど
う
な
る
か
を
考
え
ぬ
か
、
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っ
て
多
少
の
変
動
が
あ
ろ
う
。
〉

落
窪
物
語
で
①
が
多
い
の
は
、
少
将
が
継
母
に
復
讐
を
企
て
る
部

r

分
に
あ
る
笑
い
が
、
ほ
と
ん
ど
①
に
入
る
為
で
あ
る
。
四
十
一
例
中

三
十
三
例
迄
が
こ
の
復
讐
謹
の
部
分
の
笑
い
で
あ
る
。
女
君
を
虐
待

し
た
継
母
が
、
少
将
方
か
ら
笑
い
お
と
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ

ら
①
の
笑
い
は
柳
田
氏
の
言
わ
れ
る
H

刃
物
で
は
傷
け
な
い
一
種
の

闘
争
、
又
は
優
劣
の
露
骨
な
決
定
を
一
示
す
笑
い
μ

で
は
あ
る
が
、
笑

わ
れ
る
継
母
に
は
継
子
を
い
じ
め
た
と
い
う
倫
理
的
欠
陥
が
あ
る
為

に
、
笑
い
は
明
朗
・
閥
達
・
率
直
の
感
が
あ
る
。

①
以
外
の
笑
い
は
、
落
窪
姫
君
が
、
夫
少
将
の
滑
稽
な
言
い
方
を

笑
う
幸
福
な
笑
い
ハ
二
三
八
・
二
六

O
頁
）
少
将
の
母
北
の
方
、
が
物

見
の
帰
途
、
落
窪
姫
君
を
自
邸
に
連
れ
て
行
こ
う
と
し
て
、
少
将
に

虚
れ
言
を
言
っ
て
笑
う
、
大
ら
か
な
笑
い
（
二
七

O
頁
）
等
が
あ
る
。

全
体
を
通
し
て
落
窪
物
語
の
笑
い
は
、
明
朗
・
閥
達
・
率
直
で
あ

る。
枕
草
子
の
①
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
笑
い
は
、
一
二
十
六
例
ハ
二
十

六
%
）
程
で
あ
る
。
中
で
目
立
つ
の
は
、
生
昌
を
笑
っ
て
い
る
例
八

（
八
段
）
、
方
弘
を
笑
っ
て
い
る
例
八
（
五
六
段
、
一

O
八
段
）
、

家
を
焼
か
れ
て
泣
き
出
さ
ん
ば
か
り
の
文
盲
の
男
を
笑
っ
て
い
る
例

四
（
一
一
二
四
段
〉
で
あ
る
。

生
昌
や
方
弘
は
、
「
官
位
が
低
い
と
同
時
に
、
宮
廷
的
教
養
に
適

合
し
な
い
も
の
を
持
っ
て
い
た
か
ら
だ
が
、
実
は
彼
ら
こ
そ
政
治
的

に
も
、
経
済
的
に
も
そ
し
て
人
間
的
に
も
非
凡
な
気
骨
あ
る
官
吏
で

他
の
資
料
に
よ
っ
て
佐
藤
謙
三
氏
の
強
調
さ
れ
た

ヨu
v
t
u
v

こ
と
で
も
あ
り
。
」
と
秋
山
鹿
氏
が
述
べ
て
い
ら
れ
る
q
杉
山
康
彦

註
納

氏
は
又
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。
「
英
雄
時
代
の
戦
勝
の
笑
い

は
、
そ
れ
は
実
力
に
よ
っ
て
得
た
笑
い
だ
か
ら
明
る
い
が
、
階
級
社

会
に
お
け
る
そ
う
い
う
笑
い
は
残
忍
で
暗
い
。
そ
れ
は
こ
の
笑
い

の
笑
わ
れ
る
立
場
の
も
の
は
、
ど
ん
な
努
力
を
し
て
も
、
そ
の

立
場
を
脱
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
運
命
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
o

」
と

（
傍
点
筆
者
）
わ
ト
い
ト
笑
い
と
は
、
敗
北
者
、
被
征
服
者
を
笑
う

笑
い
の
事
で
あ
る
。
落
窪
物
語
の
復
讐
諸
に
み
ら
れ
る
笑
い
は
、
英

雄
時
代
の
戦
勝
の
笑
い
と
い
っ
た
明
る
さ
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ

れ
ら
の
枕
草
子
の
笑
い
は
、
不
当
な
醐
笑
と
い
う
感
が
あ
り
、
残
忍

な
暗
さ
が
あ
る
。

あ
っ
た
こ
と
は
、
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中
宮
定
子
の
笑
っ
て
い
る
例
〈
二
十
二
例
〉
、
主
上
の
笑
い
ハ
五

例
）
等
は
、
ほ
と
ん
ど
②
に
属
す
る
笑
い
で
あ
る
。
寛
容
を
一
万
す
笑

い
、
明
る
い
知
的
な
笑
い
、
思
い
や
り
の
笑
い
で
あ
る
o
②
の
中
で

も
、
女
房
達
が
笑
っ
て
い
る
例
は
、
全
く
①
の
要
素
が
無
い
と
は
言

え
な
い
が
、
し
か
し
「
優
越
を
示
す
笑
い
、
む
し
ろ
悪
い
結
果
を
予

想
し
て
い
る
笑
い
」
と
も
言
い
難
い
。
②
に
入
れ
る
方
が
自
然
で
、
他

愛
な
く
笑
い
興
じ
る
と
い
っ
た
体
の
も
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
人
生
の

潤
滑
油
と
も
言
え
る
。
「
ざ
え
」
の
競
い
合
い
の
中
で
の
笑
い
、
機

註
川

智
、
ウ
イ
ッ
ト
の
笑
い
が
あ
る
。

源
氏
物
語
で
は
、
①
の
笑
い
は
落
窪
物
語
や
枕
草
子
に
比
べ
て
少



な
い
。
十
例
〈
十
四
%
〉
程
で
あ
る
。
そ
の
十
例
中
七
例
は
、
物
語

の
登
場
人
物
が
笑
っ
て
い
る
倒
で
は
な
い
。
「
誰
々
に
笑
わ
れ
る
」

「
笑
わ
せ
て
下
さ
る
な
」
と
い
っ
た
類
の
用
い
方
で
あ
る
。
残
り
の

三
例
は
、
源
典
侍
・
末
摘
花
・
タ
霧
大
学
の
学
生
入
学
の
字
つ
け
儀

式
の
際
の
博
士
達
を
笑
う
例
で
あ
る
。
こ
の
笑
わ
れ
る
人
は
、
各
々

滑
稽
の
要
素
を
備
え
た
人
物
で
あ
る
。
従
っ
て
不
当
な
瑚
笑
と
言
っ

た
暗
さ
は
無
い
。

②
に
入
る
と
思
わ
れ
る
例
は
、
枕
草
子
や
落
窪
物
語
に
も
み
ら
れ

る
。
冗
談
を
言
い
合
っ
て
の
笑
い
、
嫉
妬
す
る
女
君
の
さ
ま
が
美
し

い
の
で
笑
い
な
が
ら
男
君
が
御
気
嫌
を
取
る
等
で
あ
る
。

落
窪
物
語
・
枕
草
子
に
も
無
い
笑
い
で
、
内
心
困
却
し
な
が
ら
笑

う
、
内
心
の
不
快
を
押
し
隠
し
て
笑
う
と
い
う
例
が
数
例
あ
る
。

（
近
江
君
）

内
大
臣
が
大
宮
に
「
い
と
不
調
な
る
む
す
め
ま
う
け
侍
り
て
、
も

て
わ
づ
ら
ひ
侍
り
ぬ
」
と
う
れ
へ
聞
え
給
う
て
笑
ひ
給
ふ
（
野
③
六

回
）
嶺
黒
の
大
将
が
玉
霊
を
我
物
顔
に
す
る
の
を
、
内
心
「
か
ら
し
」

と
思
い
な
が
ら
表
面
何
気
な
い
顔
で
笑
う
（
真
③
一
五
一
一
一
〉
等
で
あ

る
。
複
雑
な
陰
影
の
あ
る
笑
い
と
で
も
言
お
う
か
。

。註
(2) (1) 

「
枕
冊
子
に
於
け
る
笑
い
」
（
「
国
文
学
」

S
お
・

1
）

源
氏
物
語
と
枕
草
子
の
「
涙
」
の
語
数
は
「
枕
附
子
に
於

げ
る
笑
い
」
に
よ
る
。

「
笑
の
本
願
j
女
の
咲
顔
｜
」
定
本
柳
田
国
男
集
第
七
巻

二
一
二
一
頁

。
(3) 

， 

。。
(5）但）

同
二
コ
一
五
頁

「
枕
草
子
の
人
生
批
評
」
（
「
源
氏
物
語
の
世
界
」
所
収

佐
藤
謙
三
氏
の
論
文
は
「
平
安
朝
宮
廷
文
学
の
背
景
」
で

「
文
学
」

S
目
・

8
に
記
載
の
由
で
あ
る
。
）

。
制
「
王
朝
期
の
笑
い
」
（
「
文
学
」
一
九
五
三
、
八
）

。
的
註
仰
に
同
じ

（
※
源
氏
物
語
の
引
用
文
の
下
に
（
）
で
示
じ
て
い
る
の
は
、

（
巻
名
・
日
本
古
典
文
学
大
系
の
巻
数
・
頁
〉
で
あ
る
。
〉

ふその 表（3) で
」表の約 1 1一一一「 I 寸は表。
が（3）差 1 I翠｜杭｜菟 I I「（3）「
各では 5 ！協｜平 i諒 l l笑 は 笑
々注 縮の i謡｜子！謡 llふ三ふ
十目ま頻｜ ｜一一一｜一一一！－｜
二しつ度｜ I I I 1の品と

たて で i I I ｜計！語の
I (100) I (100) I (100〕｜｜

、I133 I 148 I 80 I I数「う
%のモ「 l 1~ － 1 1;-1て笑ち
、は v 笑 l I I l主主 l eふ笑

四二ふ！〔53.4)IC95.3)iC87.5)¥k I三」ふ
落 」 1 11 I 141 : ro Iし－ I作と

七窪 の l 「←ー｜ 「二二｜品「の
Yo物 語 l I I ｜笑州でう比
に語 だ IC46.6)¥(4. n I〔12.5)1ふち［比ち率
すと けゴ七工 ＿_L)Q__土二」較笑か
ぎ枕で しふら
な草 比 1語ななく子をた l太み
い 子 絞6.5はし ；い、・含が逗た
の で し 、 枕 。 こ源落め、車三

号R T 落草 ~i t~ 義語 iif ：~ 
しう り窪子源変語宝寺、り
てち は物の氏りにが枕学 τ
「 笑 、語約物が少多草ど付
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笑
ふ
」
は
各
々
八
七
・
五
%
、
九
五
・
一
二
%
を
占
め
る
。
し
か
し
源

氏
物
語
で
は
「
う
ち
笑
ふ
」
が
増
し
て
い
て
四
六
・
六
%
を
占
め
て

い
る
事
で
あ
る
。

明
解
古
語
辞
典
「
う
ち
」
の
項
を
み
る
と
「
ハ
門
（
動
詞
の
前
に
つ

け
て
）
そ
の
意
味
を
強
め
る
。
同
ハ
動
調
の
前
に
添
え
て
）
そ
の
動

作
の
軽
い
こ
と
を
表
わ
す
。
チ
ヨ
ッ
ト
：
：
：
ス
ル
」
と
あ
る
。

日
本
文
法
辞
典
（
航
糊
山
恒
棚
一
縮
）
接
頭
語
の
項
に
は
、
「
下
の
語

基
に
あ
る
意
味
を
付
加
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
そ
の
語
基
の
意
味

を
強
め
た
り
、
語
感
を
つ
け
加
え
た
り
、
状
況
を
象
徴
し
た
り
、
あ

る
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
与
え
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
o

」
と
説
明
さ
れ

て
い
る
。

個
々
の
「
う
ち
笑
ふ
」
の
例
を
み
て
も
「
う
ち
」
は
確
か
に
あ
る

語
感
・
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
与
え
た
り
、
語
基
を
強
め
た
り
、
笑
い
の
軽

い
こ
と
を
示
し
た
り
す
る
。

換
言
す
れ
ば
「
う
ち
笑
ふ
」
は
、
笑
っ
て
い
る
人
の
心
に
、
く
っ

た
く
の
あ
る
笑
い
で
あ
り
、
あ
る
い
は
作
者
の
あ
る
感
情
が
こ
め
ら

れ
た
笑
い
で
あ
っ
た
り
す
る
。

反
し
て
「
笑
ふ
」
は
一
般
に
笑
っ
て
い
る
人
の
心
に
陪
さ
は
な
く

率
直
さ
、
明
る
さ
が
あ
る
と
言
え
る
。
こ
だ
わ
り
の
な
い
笑
い
な
の

で
あ
る
。

表
制
に
一
不
す
通
り
、
落
窪
物
語
と
枕
草
子
は
、
「
笑
ふ
」
が
大
多

数
を
占
め
、
源
氏
物
語
で
は
一
う
ち
笑
ふ
」
が
約
半
数
を
占
め
て
い

る
。
源
氏
物
語
に
は
内
心
の
こ
だ
わ
り
、
悶
惑
を
押
し
つ
与
ん
で
表

面
は
笑
う
と
い
う
例
が
あ
っ
た
事
と
相
倹
っ
て
、
落
窪
物
語
・
枕
草

子
は
明
朗
、
率
直
、
間
違
な
文
学
で
あ
り
、
源
氏
物
語
は
陰
影
の
多

い
文
学
と
き
？
え
る
だ
ろ
う
。

伺
、
「
笑
ふ
」
と
「
ゑ
む
」
「
う
ち
ゑ
む
」
「
ほ
L
ゑ
む
」

ち
ほ
L
ゑ
む
」
「
そ
の
他
」
の
比
率
か
ら
み
た
三
作
品
、

笑
い
に
関
す
る
語
と
し
て
は
、
「
笑
ふ
」
「
う
ち
笑
ふ
」
の
他
に

「
ゑ
む
」
「
う
ち
ゑ
む
」
「
ほ
t

士
ゑ
む
」
「
う
ち
ほ
L
ゑ
む
」
「
笑

み
ま
く
」
「
笑
み
栄
ゆ
」
「
か
た
ゑ
む
」
「
ゑ
み
ひ
ろ
ご
る
」
等
が

あ
る
。こ

れ
ら
は
少
し
ず
つ
異
な
っ
た
笑
い
方
で
あ
ろ
う
。
「
ほ
う
や
日
む

L

は
（
頬
に
ま
ず
笑
み
が
現
れ
る
か
ら
「
ほ
L
ゑ
み
」
で
あ
る
と
柳

田
国
男
氏
が
言
わ
れ
て
い
る
。
〉
落
窪
物
語
の
五
例
中
、
少
将
が
「

ほ
L
ゑ
む
」
の
が
三
例
、
落
窪
姫
君
が
二
例
で
あ
る
。
源
氏
物
語
で

「ほ
L
ゑ
む
」
の
は
、
六
六
例
中
、
光
源
氏
が
三
五
例
、
タ
霧
四
例

紫
上
コ
一
例
、
梅
の
花
一
一
一
明
、
そ
の
他
頭
中
将
・
薫
・
匂
宮
・
柏
木
等

で
あ
る
。
（
枕
草
子
に
例
は
な
い
。
）
「
ほ
L
ゑ
む
」
の
は
階
級
的

に
か
な
り
上
位
に
位
置
す
る
人
で
あ
り
、
か
な
り
理
想
的
に
措
か
れ

て
い
る
人
々
で
あ
る
。
「
ゑ
む
」
は
、
面
白
駒
が
笑
ん
だ
り
し
て
い

る
例
が
あ
っ
て
、
同
じ
え
が
お
に
し
て
も
「
ほ
L
ゑ
む
」
の
方
が
上

品
な
美
し
い
え
が
お
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
「
ほ
L
ゑ
む
」
「
ゑ
む

」
に
「
う
ち
」
が
つ
け
ば
ア
フ
ち
笑
ふ
」
の
場
合
と
同
じ
く
、
え
が

お
を
作
っ
て
い
る
人
の
一
、
叉
作
者
の
あ
る
く
っ
た
く
あ
る
感
情
が
こ 一＇う
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め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

「
笑
み
ま
く
」
は
落
窪
物
語
四
例
つ
二

O
頁
二
三
九
タ
二
四
八

。
三

O
因
。
〉
源
氏
物
語
一
例
ハ
末
①
二
四
六
〉
計
五
例
あ
る
。
こ

れ
ら
の
例
か
ら
は
、
「
笑
み
ま
く
」
は
何
の
考
え
も
な
く
、
嬉
し
い

ば
フ
か
り
、
可
愛
い
ば
っ
か
り
に
、
ひ
た
す
ら
笑
む
と
い
う
の
で
あ

る
。
老
人
の
ほ
け
ぼ
け
し
い
笑
い
が
多
く
、
笑
む
人
を
卑
し
め
る
気

持
が
伴
っ
て
い
る
。

「
笑
み
栄
ゆ
」
は
源
氏
物
語
に
の
み
五
例
あ
る
。
（
末
①
二
五
六

・
葵
①
三
二
三
・
明
②
六
六
・
胡
②
三
九
七
・
総
④
四
三
）
こ
の
五

例
か
ら
「
笑
み
栄
ゆ
」
は
素
晴
し
く
美
し
い
も
の
（
こ
と
〉
を
見
聞

し
て
何
の
考
え
も
な
く
た
X
笑
む
と
い
う
意
と
な
る
。
こ
れ
も
や
ム

卑
し
め
た
笑
み
方
の
よ
う
で
あ
る
。

「
か
た
ゑ
む
」
「
ゑ
み
ひ
ろ
ご
る
」
は
各
々
源
氏
物
語
に
一
例
ず

つ
で
あ
る
。
ハ
帯
①
七
八
・
宿
⑤
一

O
五〉

「
ゑ
む
」
「
う
ち
ゑ
む
」
「
ほ
L
ゑ
む
」
「
う
ち
ほ
L
ゑ
む
」
「

笑
み
ま
く
」
「
笑
み
栄
ゆ
」
「
か
た
ゑ
む
」
「
ゑ
み
ひ
ろ
ご
る
」
等

が
、
各
々
異
っ
た
え
が
お
で
は
あ
っ
て
も
、
「
笑
ふ
」
が
戸
の
あ
る

笑
い
で
あ
る
に
対
し
て
、
声
の
な
い
笑
い
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
よ

〉
円
ノ
。

表
一
川
刊
は
、
「
笑
ふ
」
と
戸
の
な
い
笑
い
つ
え
が
お
〉
と
に
分
け
て

各
作
品
の
例
を
み
た
表
で
あ
る
。

〈
※
「
そ
の
他
」
は
「
笑
み
ま
く
」
「
笑
み
栄
ゆ
」
「
か
た
ゑ
む

」
「
ゑ
み
ひ
ろ
ご
る
」
「
ゑ
み
の
肩
関
く
」
で
あ
る
。
「
ゑ
む
」

(4) 

嵐氏物語

枕

草

子

(100) (100) (100) 計
211 160 89 

(34) ~81? (79) 笑

71 70 
ふ〉

(16!6 
(12) (21) がえ許よ
19 19 お

一 ゑ
13 5 5 む

ゑう
46 11 5 

ゑむちほ

65 。5 むL

ほう
ゑち

7 3 。むほ
そ
の

9 。4 他

表

に
は
「
ゑ
が
ち
」
「
独
り
ゑ
み
す
」
「
御
独
り
ゑ
み
」
を
含
む
。
〉

柳
回
国
男
氏
は
、
前
記
「
笑
の
本
願
」
で
「
エ
ガ
ホ
は
笑
い
の
先

触
れ
で
も
、
準
備
で
も
な
く
、
寧
ろ
そ
の
反
対
に
笑
う
ま
い
と
す
る

慎
し
み
の
一
つ
で
あ
る
。
・
：
：
・
又
ワ
ラ
フ
は
笑
わ
れ
る
相
手
の
あ
る

時
は
不
快
感
を
与
え
る
が
、
ヱ
ム
に
は
如
何
な
る
場
合
に
も
そ
う
い

う
こ
と
は
な
い
。
」
と
一
言
わ
れ
て
い
る
。

個
々
の
例
を
み
る
と
、
え
が
お
は
柳
田
氏
の
言
わ
れ
る
笑
う
ま
い

と
す
る
慎
し
み
の
笑
顔
の
他
に
、
嬉
し
が
っ
て
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る

場
合
、
滑
稽
を
感
じ
は
す
る
が
声
を
出
し
て
笑
う
程
の
こ
と
も
な
く

え
が
お
を
作
る
場
合
、
叉
人
生
の
潤
滑
油
と
も
い
う
べ
き
え
が
お
、

別
に
大
し
て
お
か
し
い
こ
と
も
な
い
が
、
雰
囲
気
を
和
げ
る
為
に
え

が
お
を
作
る
又
は
人
を
い
た
わ
る
え
が
お
等
が
あ
る
。
だ
が
い
ず

れ
に
し
て
も
相
手
に
不
快
感
を
与
え
る
例
は
、
ま
ず
無
い
と
言
え

る。
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表
川
刊
に
示
す
通
り
、
落
窪
物
語
・
枕
草
子
で
は
、
「
笑
ふ
」
が
各

々
七
九
%
・
八
八
%
を
占
め
、
「
え
が
お
」
は
二
一
%
、
一
三
%
に



過
ぎ
な
い
が
、
源
氏
物
語
で
は
え
が
お
を
す
る
笑
い
方
が
六
六
%
を

占
め
之
い
る
。
こ
れ
は
ハ
円
。
と
同
方
向
の
結
果
を
一
示
す
よ
う
で
、
落

窪
物
語
・
枕
草
子
は
、
明
朗
・
率
直
・
活
淡
な
一
面
が
あ
り
、
源
氏

物
語
は
、
穏
便
・
沈
静
・
複
雑
微
妙
な
一
面
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

尚
声
の
あ
る
笑
い
と
声
の
な
い
笑
い
と
い
う
区
別
を
す
れ
ば
、
「

笑
ふ
」
に
は
「
う
ち
笑
ふ
」
を
加
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
し
か
し
既
述

し
た
通
り
「
う
ち
笑
ふ
」
は
、
チ
ヨ
ッ
ト
笑
う
の
意
と
す
べ
き
も
の

が
大
部
分
で
あ
り
、
「
笑
ふ
」
に
比
べ
て
陰
影
の
あ
る
笑
い
方
で
あ

っ
た
。
従
っ
て
「
う
ち
笑
ふ
」
は
「
笑
ふ
」
と
え
が
お
を
す
る
笑
い

と
の
中
間
的
な
笑
い
方
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
’

表
例
で
は
「
う
ち
笑
ふ
」
は
加
え
な
か
っ
た
。
参
考
ま
で
に
、
声
の

あ
る
笑
い
「
笑
ふ
」
に
「
う
ち
笑
ふ
」
を
加
え
る
と
、
次
の
よ
う
に

な
る
。

、 は次

落極い l源 i枕！
窪 度で l任｜
物に落｜議｜草
語少窪 1 語｜子

な物トニニー！＝＝＝』＝＝戸＝
枕い語 1 I ・1 I 
草 。 で Ic10の）I c100 c100) I計

I 274 I ! o I 
子逆あ｜ーニーニドー＝I＝ニ＼－：：；－：；；：：
tこ tこる［ I I l'"'r I C 49) I (89) I (81) I笑の
はコ 0 I 134 I 148 I 81 Iいあ

少 涙 こ 1－一一一一一一1-1，－，－蓄な」れ Ic51〕Ic11) I c19) I笑ゐ
に~， _i2 I_ 110 I -19 I 19_ I~虫

従う作は てて源て
つ語品、先み Aみ氏、笑
ては に枕ずょ た物落い
「、比草「うが語窪に
笑源ベ子笑。、の物関
ふ氏てがふ 以三語す
」物 源 最 」 上作・る
を語氏 もと を品枕語
明に物‘多い まを草に
の多誇くう と考子つ
部くに、語 め去・い

の
代
表
誇
葉
、
「
涙
」
を
暗
の
部
の
代
表
語
葉
と
す
れ
ば
、
こ
の
語

葉
に
関
す
る
限
り
、
読
後
印
象
と
同
じ
よ
う
に
、
枕
草
子
や
落
窪
物

語
は
明
の
文
学
、
源
氏
物
語
は
暗
の
文
学
と
言
え
る
。

更
に
各
作
品
の
「
笑
ふ
」
を
前
述
し
た
如
く
仮
に
①
②
③
に
分
類

し
た
結
果
が
表
②
で
あ
る
。

落
窪
物
語
で
は
、
①
の
い
わ
ゆ
る
刃
物
で
は
傷
け
な
い
一
種
の
闘

争
・
醐
笑
と
い
っ
た
笑
い
が
多
い
が
、
笑
わ
れ
る
者
に
倫
理
的
欠
陥
・

容
貌
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
欠
陥
が
与
え
ら
れ
て
い
る
為
に
、
そ
の
笑
い

は
、
閥
達
・
明
朗
で
あ
る
。
枕
草
子
に
は
、
①
の
笑
い
は
、
落
窪
物

語
よ
り
少
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
中
に
生
昌
・
方
弘
・
家
を
焼
か
れ
た

貧
し
い
文
盲
の
男
を
笑
い
な
ぶ
る
例
な
ど
が
あ
っ
て
、
階
級
的
暗
さ

と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
。
叉
②
の
笑
い
で
は
「
ざ
え
」
の
競
い
合
い

を
し
て
笑
う
機
智
・
ウ
イ
ッ
ト
の
笑
い
が
特
色
で
あ
ろ
う
。
源
氏
物

語
は
、
①
が
少
な
く
、
し
か
も
交
野
の
少
将
に
笑
わ
れ
る
だ
ろ
う
と

い
っ
た
使
用
例
で
、
登
場
人
物
が
笑
っ
て
い
る
例
は
少
な
か
っ
た
。

加
え
て
②
の
笑
い
が
大
部
分
を
占
め
る
わ
け
で
あ
る
が
源
氏
物
語
の

笑
い
は
全
般
に
、
穏
便
・
複
雑
・
微
妙
で
あ
る
。
源
氏
物
語
の
内
心

の
不
快
・
困
却
を
糊
塗
す
る
笑
い
も
他
二
作
品
に
は
み
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
っ
た
。

「
笑
ふ
」
と
「
う
ち
笑
ふ
」
二
語
を
拾
い
上
げ
た
時
、
落
窪
物
語

と
枕
草
子
に
明
快
・
率
直
な
笑
い
と
考
え
ら
れ
る
「
笑
ふ
」
が
多
く

対
し
て
源
氏
物
語
は
、
一
般
に
笑
う
人
の
あ
る
い
は
作
者
の
く
っ
た

く
を
伴
っ
た
笑
い
と
み
ら
れ
る
「
う
ち
笑
ふ
」
が
増
し
て
い
た
。
こ
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れ
は
落
窪
物
語
と
枕
草
子
は
明
の
文
学
で
あ
り
、
源
氏
物
語
は
暗
の

文
学
と
い
う
先
の
結
論
と
同
一
方
向
に
立
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
前
二

作
品
が
明
快
・
率
直
・
闇
達
な
面
が
強
く
、
源
氏
物
語
に
は
、
複
雑

な
「
う
ち
笑
ふ
」
が
多
い
の
で
あ
る
。

「
笑
ふ
」
と
「
え
が
お
」
を
対
比
し
て
も
、
落
窪
物
語
・
枕
草
子

に
「
笑
ふ
」
が
多
く
、
源
氏
物
語
で
は
「
え
が
お
」
が
増
し
て
い
た
。

「
笑
ふ
」
が
聞
達
率
直
・
明
快
な
笑
い
で
、
「
え
が
お
」
が
複
雑
・

微
妙
・
穏
便
な
笑
い
と
考
え
れ
ば
、
こ
の
結
果
も
三
作
品
の
笑
い
の

質
を
示
す
一
例
と
な
る
。

以
上
笑
い
に
関
す
る
語
か
ら
、
二
一
作
品
の
笑
い
の
質
を
み
て
み
た

が
、
物
語
文
学
と
随
筆
文
学
と
を
、
一
様
に
取
り
扱
う
こ
と
に
は
問

題
が
あ
ろ
う
と
思
う
。
勿
論
成
立
時
も
各
々
異
な
る
わ
け
で
あ
る
。

だ
が
こ
こ
で
は
、
と
も
か
く
こ
の
よ
う
な
問
題
は
お
い
て
、
文
学

作
品
で
あ
る
と
い
う
同
一
線
上
に
乗
せ
て
ま
と
め
て
み
た
。

人
の
性
格
に
よ
っ
て
笑
い
方
が
異
な
り
、
叉
笑
い
方
に
よ
っ
て
そ

の
人
の
性
格
が
あ
る
程
度
判
断
で
き
る
よ
う
に
、
作
品
の
中
の
笑
い

方
の
相
違
に
よ
っ
て
そ
の
作
品
の
性
格
の
一
面
を
探
る
こ
と
は
で
き

得
る
よ
う
に
思
う
。

こ
の
作
品
の
中
に
み
ら
れ
る
笑
い
に
関
す
る
語
の
相
違
は
、
こ
の

意
味
か
ら
作
品
の
性
格
の
一
端
を
一
示
す
も
の
で
も
あ
ろ
う
と
思
う
。

そ
し
て
こ
の
結
果
は
、
一
般
的
な
読
後
印
象
と
合
致
す
る
わ
け
で
あ

る。
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